
 
 
 
 
 
 
 

第 1427 回例会 18 年 1月 23 日(月) 
於 海南商工会議所４F   12:30～ 

 

１．開会点鐘           会長 塩崎博司 

２．ロータリーソング        「奉仕の理想」 
３．ビジター紹介   有田 200RC 前 任 様 
４．出席報告  

会員総数74名 出席者数51名 出席免除会員2名 

  出席率 79.17％ 前回修正出席率 100.00％ 

 

５．会長スピーチ         会長 塩崎博司 
 今月は、ロータリーク

ラブ理解月間です。本日

は平尾がバナーのロータ

リーについて卓話をして

頂きますが、国際奉仕委

員長から WCS でフィリ

ピン訪問団の募集の案内

も出されています。今月

から 6 名の新入会員を迎

えていますので、昨年私

が参加したフィリピンの

ルパング島 RC とのマッチンググラントで島民の生

活向上を目指してカシュウナッツ植林プロジェクト

についての話を聞いて頂き、国際奉仕の一面をご理解

頂ければと思います。 
ルパング島は、人口 4 万人の島で農業と漁業が主体

で、稲は 3 毛作。70％の住民は電気もなく、自給自

足の生活をしています。植林プロジェクトは、苗木を

一家庭に 15 本無料で配布し、育ったらその実を収穫

して現金収入を得てもらう計画です。費用は、当クラ

ブが 3,000＄、海南西 RC が 2,000＄、地区が同額補

助で 5,000＄、R I が半額補助 2,500＄、ルパング RC
が 1,500＄、R I が同額補助で 1,500＄、合計 15,500
＄の事業でした。 

訪問団は、当クラブから 6 名 西クラブから 2 名の

8 名でした。住民は、小野田少尉の海南から来ました

と云いますと、大歓迎してくれました。私が感じた事

は、奉仕活動に参加した喜びが互いの親睦になり、親

睦が次の奉仕活動の推進力になるのだと云う事を強

く感じました。 

６．幹事報告 

○例会臨時変更のお知らせ 
有田 2000RC  

1 月 25 日(水) →1 月 28 日(土)・29 日(日) 
 親睦例会 城ノ崎 

○レート変更のお知らせ 
2 月 1 日より  1＄=114 円 

 
７．ガバナー卓話 

 国際ロータリー2640 地区ガバナー 平尾寧章様 
皆さん今日は、新しく入

会された方々おめでとう

御座います。 
本日は最前列の真中に

座って頂いて居ります。 

東京南 RC では、新入会員

は半年間最前列の中央の

席、テーブルクロスも他の

席と違って真っ白のクロ

スでパストガバナーが教

育をされるそうです。当ク

ラブも次期会長の新垣さんがそう云う慣習をつけら

れるのではと思います。 
今月は、ロータリー理解月間です。ロータリーを理

解されている方といえば、チャーターメンバーの方は

30 年もクラブに在籍されて居ますから何でも知って

いる。けれどこの間入会された方、3 年から 5 年の方

も居られます。良く理解されている方々には、暫らく

の間ご辛抱頂きたいと思います。 
私が 30 年前入会したのは、岡田さんにロータリー

クラブに入会しないかと勧められました。ロータリー

は一業種一人しか入会できない。だから今入会しない

と入れないと言われました。父親が海南 RC に入って

いて、それだったら是非入れて貰えと言われたので、

よろしくお願い致しますと言いました。3 日程後で 
3 人の方が来られて、入会したら絶対に休んではなら

ない、休んだら海南 RC か有田 RC にメーキャップに

行くこと、I M も必ず出席する事、頼まれたら絶対

断ってはならない。役職も頼まれたら黙って引き受け

る事、と言われました。ロータリアンは、例会に出席

し或いは I M に参加して他のロータリアンと接する

事で、色んな勉強し自己研鑽の場にすることが原点で
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すし、自由競争に勝ち抜く為の知恵を学ぶ。これがロ

ータリアンです。ロータリークラブについてお話しま

す。先ず会長さんが(プレシデント)クラブのトップリ

ーダーです。次が幹事さん(セキュレタリー) この人

がクラブで一番の情報通です。会場監督 SAA さん(サ
ージャント アット アーム) 会場の設営や例会の司

会をする。 
同じ奉仕団体のロータリーとライオンズ違いはロ

ータリーが個人奉仕(アイ サーブ) 一業種一人が原

則です。正しい職業倫理に基づいて、職業を通じて社

会に奉仕する。ライオンズは、団体奉仕(ウイ サーブ) 
クラブとして労力・金品で社会に奉仕。 

I M (インターシティ ミーティング) 近隣のク

ラブが集まって勉強会をする。I D M (インフォマル 
ディスカッション ミーティング) クラブ内の勉強会。 
WCS (ワールド コミュニティ サービス) 世界社会

奉仕 G S E (グループ スタディ エクスチェンジ) 社
会人のグループを相手国に派遣し、同時に受け入れを

する。R Y L A(ロータリー ユース リーダーシップ 
アワード) 青少年のりーだーを養成する。P E T S(プ
レシゼント エレクト トレーニング セミナー) 次期

会長研修会の時間が来ましたので終わります。 
 
８．次回例会 
第 1428 回例会 平成１8 年１月 30 日（月） 

12：30～ 海南商工会議所４F 
 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 
 

○1 月の会員誕生 
1 日 倉橋 利幸君   1 日 中尾 享平君 

11 日 平尾 寧章君 

13 日 金川 龍一君  27 日 岡田 雅晶君 

28 日 橋爪 哲生君    29 日 青木 美典君   

○1 月の奥様誕生 
1 日 上芝 えり子様  2 日 中尾 みち子様 

4 日 西峰 史子様      8 日 吉野 良子様 

20 日 谷口 裕子様   23 日 早川 久子様 

26 日 新垣 民子様   29 日 塩崎 和櫻様 

30 日 大谷 洋子様 

○1月の結婚記念日 

10 日 坂口 洋一君  28 日 大谷 徹君 

○一般ニコニコ 
山畑弥生君    女性ロータリアンの名札が新し

くなりました。 
山名正一君    盛会な夫婦例会 役員の皆様ご

苦労様でした。 
前任様(有田 2000) 本日は お世話になります。 
辻 秀輝君    花畑君が私たちの「保険医新聞」

に綺麗な写真を毎回投稿して       

くれています。楽しみです 
柳生享男君    坂口さん、先日は有難う。 
坂口洋一君    新年夫婦例会有難う御座いまし

た。 

林 幸次郎君   新年夫婦例会で辻 秀輝さんか

ら思わぬ幸せを頂きました。 
辻 秀輝君    うちの東側の土地 以前から欲

しいと思っていましたが手に入

りました。 
 
 
 
 
 
 
カナダのインターアクター  

読書の悦びを学童に 
 
 カナダ、アルバート州、エドモントンのロス シェ

パード高校（Ross Sheppard High School）のインタ

ーアクト クラブの識字プロジェクト実施の結果、学

童の読書の仕方が変わりました。 
 連絡役をつとめた高校 2 年生で 16 歳のジェンナ 

ブリスコー(Ross Briscoe)とマットカープマン(Matt 
Karpman)君によると、多くの学校の図書室はロス 

シェパード高校よりも蔵書数が遥かに少なく、”学校

で小学生が読書出来ない事は、大きな問題です。全部

の学校について語る事は出来ませんが、我々が訪ねた

いくつかの図書室は非常に小さく、必要と考えられる

学校へ、本を配りました”と両君からの共同 E メール

が述べております。2 週間で、立案、準備と広報を終

えて、インターアクトクラブは、10 月末に 1 ケ月に

渉る運動を始めました。初期の調査では、殆どが恵ま

れない家庭の生徒が在籍している小学校用にと、控え

目に 1,000 冊を集める目標を立てました。ロス シェ

パードの 2,139 名の生徒の 75 パーセント以上が色々

な面で、この運動に参加し、多くの生徒が不用の本を

寄付しました。ブリスコーとカープマンの両君は、集

る本は 1,000 冊を少し越すかと考えておりましたが、

12,000 冊が集り、初めての識字プロジェクトにして

は、驚くべき結果でした。2005 年 3 月に結成された

インターアクトクラブに参加した両君は、現在、勉強

中ですが、の両君にとり結果は個人的に満足出来るも

のでした。クラブにとり、この読書運動が成功したこ

とで、自信を得て、超我の奉仕、組織を作る事、恵ま

れていない人達を助ける地域の力を低く評価すべき

でない事を知りました。 
 ”我々はグループとして、自分達の地域内に援助を

必要とする人達が多く居る事を知りました。このプロ

ジェクトで私達の多くが、再び実行の必要性を感じま

した。更に私達の学校の生徒に強く要請すれば、山で

も動かせます”と語りました。インターアクター達は、

更に新しい事を計画中で、クラブが支援する、高校生

対象のリーダーシップ会議が 2 月 17 日に開かれ、グ

アテマラの親の無い子供達を支援する為に、カナダ

＄58,000（米貨 49,810）の募金活動が、進行中で、

クラブ会員の幾人かが両親の無い子供用の施設建設

支援の為に 3 月中旬にグアテマラを訪ねます。 

会報委員会 委員長 山野 明 副委員長 上野山雅也  嶌村佳郎 吉田昌生 山東剛一 柳生享男 


